


○日本への国別のブロッコリー輸入量では、資料5の生鮮ブロッコリーと資料6の冷凍ブロッコリーでは、大きな違いがあり、冷凍ブ
ロッコリーは　　え　　と(g)中国の2ヶ国でその9割以上を占めている。冷凍ブロッコリーの輸入量は、ここ数年増加傾向にある。
○(h)えびとブロッコリーのマヨネーズ炒めは、こどもたちに人気があり、簡単にできる料理である。

①　　う　　には、夏は少雨で乾燥し、冬は湿潤な気候であるヨーロッパ周辺の海洋名が当てはまる。その海洋名を書きなさい。
②下線部(f)は、アーカンソー州に次いで、ある農作物の収穫量が国内第2位の州である。その農作物として適切なものを、次のア～エ
から1つ選び、記号を書きなさい。
　　［　　ア　　小麦　　　イ　　綿花　　　ウ　　とうもろこし　　　エ　　米　　］
③　　え　　の国に含まれる群島の生物は、隔離された状況で環境に適応し、島ごとに独自の進化を遂げた。1978年に世界自然遺産の
第1号の一つとして登録された島の名前と、略地図の着色してある部分の　　え　　に当てはまる国名を書きなさい。
④下線部(g)では、2030年以降人口減少が始まるとされている。中国の人口の課題をまとめた次の文の空欄に適する語句を書きなさい。

　　中国では1979年から　　お　　政策が実施されてきたが、少子　　か　　への危機感から2015年を持ってその政策は廃止された。
しかし、思うように　　き　　率は上がらない状況があり、中国も日本同様、少子　　か　　に向かっている。

⑤下線部(h)について、東南アジアから大量に輸入している。エビの養殖場建設のため、ある植物の大量伐採が問題となっている。その
植物として適切なものを、次のア～エから1つ選び、記号を書きなさい。
　　［　　ア　　ココやし　　イ　　さんご　　　ウ　　マングローブ　　エ　　なつめやし　　］

(3)食文化の多様性について考察したジョシュさん、メグさんは、これまで調べてきたことを振り返りながら先生と話し合った。次の会
話文中の下線部(i)の具体例は、下の文のカとキのいずれかであり、下線部(j)の具体例は、下の文のクとケのいずれかである。
　①(i)と(j)の具体例を示した文の組み合わせとしてもっとも適当なものをア～エのうちから一つ選びなさい。

ジョシュ「食文化の広がりの中で、(i)世界の様々なものを口にできるようになったことがわかりました。」
メグ「食べ物が様々なルートで伝播し、(j)その地域に特有の食べ物が生み出されていくこともみてきました。」
先生「その両面からみられるのが、キャッサバを原料とするタピオカミルクティーといえそうですね。
　　　食文化はグローバル化がみられるとともに、地域の独自性も大切にされています。
　　　次の授業に向けて、(k)グローバル化の例を掘り下げてみましょう。」

　(i)の具体例　

　(j)の具体例　

　②下線部(k)について、食文化以外で、グローバル化(世界中の国々、そして人々が国境をこえて、より
緊密に結びつけられるようになること)の具体例を20字以上30字以内で説明しなさい。

資料5　2017年　国別輸入量　ブロッコリー(生鮮)　資料6　2017年　国別輸入量　ブロッコリー(冷凍)

カ　日本ではタイ料理店やブラジル料理店がみられること
キ　日本で郷土料理のお店が多言語対応のメニューなどを用意すること
ク　カニ風味のかまぼこやアボカドをマヨネーズやゴマなどと一緒にした巻きずし
ケ　現地で生産された牛乳によってつくられたヨーグルト

(資料5・6は、財務省貿易統計より作成)

(2)メグさんは、ブロッコリーについて、資料やアンケートなどを使い、ノートにまとめた。

ノート3
○ブロッコリーは、　　う　　沿岸原産の植物を起源とするアブラナ科の野菜である。1980年代以降、(f)アメリカのカリフォルニア州
からの輸入によって、1年中出回るようになり、日本での消費量が増えた。
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